
1 基本情報

・ 岐阜県川辺漕艇場の運営業務
・ 岐阜県川辺漕艇場の維持管理業務
・ 岐阜県川辺漕艇場でのイベントの開催業務
・ その他の業務

2 利用状況を把握するための指標 3 平成３０年度の収支状況 （単位：千円）

4 前年度の評価員会議の主な意見及び対応

平成３０年度　指定管理者評価結果票

所     管     課 清流の国推進部地域スポーツ課

評価対象期間 H30.4.1　～　H31.3.31

指 定 管 理 者

名     称 川辺町

構 成 員 　　－

所 在 地 加茂郡川辺町中川辺1518番地の4

指定期間

施 設 概 要 
名     称 岐阜県川辺漕艇場

所 在 地 加茂郡川辺町中川辺1675－3

H28.4.1 ～ R3.3.31

指 定 管 理 業 務 の 内 容

指標
利用者数
（単位：人）

収  入  計 10,526

利 用 料 金 3,866
Ｈ２８ 20,250

指定管理料 0
Ｈ２９ 22,764

そ   の   他 6,660
Ｈ３０ 21,049

支  出  計 10,526

人   件   費 4,067

施設管理費 6,459

そ   の   他 0

差   　　　　　　  引 0

納　　 　付 　　　金

前年度の評価員会議の主な意見 対応状況

一般の利用者にも、楽しんでもらえるようプログラムサービ
スを提供し、利用者の増加を図って欲しい。

清流レガッタを始め、川辺町ボート協会主催のボート体験教室、
ボート体験（中学校の授業の一環）、カヌー体験などで利用者の増
加に努めた。

安全・安心・快適な環境づくりを最重要課題とし、事故災害
等に迅速に対応できるよう一層の対策強化に努めてほし
い。

安全・安心については、水上練習については生命に関わるので救
助艇等を配備するよう指導する。また、職員のAED講習等に参加
し、事故災害等に備えた。快適については宿泊利用者の声をもと
に、改善できる所は改善した。
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5 評価員会議による評価結果

＜評価基準＞

6 県による評価結果

＜評価基準＞

評      価      項      目 
評価点
(平均点)

評価員の主な意見

管理基準の充足状況 3.5 ・地球温暖化に伴う、様々な影響の中、利用者の安全を第一に考え事故
の未然防止になお一層努めて欲しい。

設置目的の充足状況 3.3

・一般利用者に「交流を深める」ことをねらいとしたプログラムサービスを
提供し、利用者の増加を図るべく努めて欲しい。
・トレーニングルームの利用等、利用率の向上の努力が見られる。口コミ
の影響などが大きいようであるが、まだまだ利用実績を伸ばせるように見
受けられる。

４ 協定書等に定める水準を上回る管理運営がなされている

公共性の確保の状況 3.3
・施設の性質上、利用者は限定されてくると思われるが、平等な利用が
図られている印象である。
・危機管理や地域の関係団体との連携も良好な印象である。

経営状況 3.3
・今後も最少の経費で最大の効果を上げるため経営努力をお願いした
い。
・収入の増加を図るため、より広域な範囲を対象にして積極的な広報・営
業活動に努めて欲しい。

派生的効果 3.3
・施設の利点を活かし、今後更に利用を促進し派生的効果を生み出して
欲しい。
・体験教室の開催を増やすことや、他市町村への声かけを行うことで施
設利用者が増えると良い。

５ 協定書等に定める水準を上回る管理運営がなされており、かつ特筆すべき実績・成果を上げている

S 優れた管理運営がなされており、かつ十分な実績・成果を上げている

A 優れた管理運営がなされている

B 適正な管理運営がなされている

C 改善を要する

３ 協定書等に基づき、適切な管理運営がなされている

２ 協定書等に基づき、概ね適切な管理運営がなされているが、一部に更なる工夫や改善を要する

１ 改善を要する

最終評価 評価の考え方

A ・危機管理や地域の関係団体との連携を図り、指定管理業務を行っており、県有施設としての社会
的役割を一層高めている。


